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の中間生成物ではないかJ:.思推される@
f耳肌陀しても体液lう至は血液の遁元性が稜境
温度によ b或はまた越冬終期Ir:.於て著しい車摩動
t:j氏す1どいろととはn.Qが郵普段階を呉にす
る地方'的系統虻よって具るという事実と考え合
わせ歯冬生理土重要な間簡を提起するもののよ
う陀息われる。
繍ト 指
1)ニ化唄虫の酸素補耗量は款の終りに念誠
し1-5月の問、周年に於ける最低値を示すが、
特陀秩宋に於ける極少と耐寒性の撞得との聞11:
は濃い関係があPそうである。
2)溢冬$b虫をクロロフオルムtr:接触する場
合酸素消耗量は念激に越少するが、その揖It曲
疎から推すとKozh阻 tlthikovの所輔thel'Dlostable
respirati∞が二化問虫tr:於ても見られるのでは
あるまいか。
3) R. Qは地方的系統tr:，よって値を巣にし、
，3月初めの測定結果によれば発有の著し〈進ん
でいる庄内系統では高し西国系統では低い。
4)越冬末期に於ける幼虫血液の還元住はそ
の定量法で値を巣肥するが、 2月から 3月にか
砂℃減少、， 3月末11:至ると再び上昇 (W・8churlel
法〉の傾向を示す。叉一般にとの遁元性はイヒ踊
直前に至ると高まるもののようでるる。
5) H・‘Je1l8('!1I法w:よれば3月初旬に於ける
庄内系統幼虫の血液内温元性は困園高説(倉敷
居~)のものに統べると強~"
6)主主体脳陣分緩液』て於ける蘭陽性情分は3
月末tr:於て12Umg"内外』こ推算される。
7)怜液内遁元性物質J:.Lては恐らくダルヨ
- '" を主体とする湿元性構の伶~N化合物と l て
尿酸、ク νアチ aン・の存在が確められたが、そ
の他陀も何か有力充足物質代謝の中間成生物質が
あるのではたいかと思推される。
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水稲の直橋裁培に関する研究第8報
直播水稲の施肥法に関する研究(其3}
吉岡金市.・三宅
1.研買の陳題多聞直槽栽培は従来の移植
栽培に比し、各種の寝袋が相違する。即ち、直
矯闘は..刈取前迄は.It:.被覆されてゐるため貧
弱であるが、移植撮f乍がなく。業の後の生育が
ノルマJレであるに反し、移植稲は苗代と云ふ眠
られた面積に多数の誌を育成するから、そのEii
は軟弱で徒長し、しかも疹刈取後、新起、代掻
した図面K移植を行ふため、績の生育はアプノ
ル守ルになる。 ζの様な直情舗と移植網の生育
の柑遣は、当然、施肥法にも去左右ヒ生ぜしめる。
章・横田赴夫
め昭和2U年よ b試験を続行じ・てゐるのである。
20. 21年の結果は報告演であり、その結論とし
て直婚哉婚の施肥法(窒素肥料〉は、金量を緯
肥陀施用Lてよしそれは2回‘ 3聞に分施し
たものより優るととはあっても劣るととはたか
った。叉、地表|耐に施肥しても、士J穫に混合施
肥しても、その結巣は何等量るととがないので
あった。 1か 1、との結果は夏に硝め怠ければ
たらたいので、其tの後も実験を行ってゐる。 Jと
ιでは昭和22.23繭年のポット試験成績生報告
吾....は、との施肥法の問闘を鮮明にせんがた1 ずるものである。
(&'"匹研究 歯科38~ 第3量虐 10D-114R HI生9) -:n -
2.昭事担2年賦験感績 (2)研究の結果 生育調査を毎週行った結果
(1)研究の方法 直情栽培と移植栽培との施 は第1表〈草丈〉第2表(分蔑)の如〈である。
肥法の瀧l還を一明かにする'h.e.もに、・直摺栽培に その結果~検討する医、全量を基肥陀錨用 Ltc
遡Eなる施肥法をポット試験tとより確めるため 場合、 i昆f施肥と表面方面肥では僅かぽかむ表而i
kヨ史的責日ぎす法にで実施仁tc.o (大体前年と同 施肥が優って居り、基肥施肥と追肥施肥でほ、
横であるが、本塁手からは窒素肥料のみならや燐 大体に於て基肥施肥がよてなってゐるのであっ
.般、カ日箆肥料K就いても試験を行った〉。 て、窒素肥料の2回分施は草丈、分蝿とも僅か
本''Yトー 1/20∞0反の磁器製、土嬢ー当大原 劣り、 3回分施は草丈の伸長は増すが分離が甚
険業研究所開場の表土を風乾・したもの 1ポット だしく謡〈たってゐる。術、燐酸肥料の分施は
当tOkg，肥来トIぶツ干当硫酸アレ号ニア 5gr， 2回より 3固になるに従び恐竜たれカ雌肥料
遜燐酸石訳4gr，硫喰加里 2gr 第 1表 生育調査(草丈cm)
をヨえの如き施肥法t亡依り施L
た。播種-5月27日水稲旭種
を矯種し、 1-"ドット当り 9本
立とした。 温水ー播種後L寸
位に生長:ずる迄は畑肱車!(.約
'70%)乏し・英同種はi基水とし
た。叉、這肥施用区は埠肥の
脇用時際 :て自臨め71<f/補給を
働iち，本調降水分を飽和紙態〈加
旬以IU，，)聴度~Lて~肥し、
業め後4 日目より泌水献態~
t駐した。調査ー毎週1回生育
凋養 l 、最後~j投量調査し!た'1)
試験区一金量i昆土区は各肥
料の金量を 5月27日播種前に
基肥としてポットの上牛屠の
土壌に混合施肥したもの、金
量表師[支は各肥料の金量を 5
月27日矯種前に基肥としてホ.
ヅトの地表面K撒布施肥した
もの、 N肥料区は蝿酸、カ日豊
肥料の金量と窒素肥料の牟量
をと基肥t亡、 P肥料区ば賓索、
h日単肥料の金量と燐.厳肥料の
ヰ査役基肥~.^肥事隠は空
弱者L綿酸肥料め全量J:加盟肥
料何卒量を基肥忙L各!tAドツ
守治込話料婚の士連主比混合格肥
L、ぞ!て 2回分穂区は残捗
め'キ査をデ月10日κ迫肥1、
周回 会〈混〉 会u授3 N(2) N(3) I P(2) P(3) 
6. 18' 115.5 24.長 2o.2 23..4 2長.9 24.8 
23 38.7 38.R 38.4 38.1 
30 51.8 I 49.5 51.9 .liO.9 51・6i 肱 1
7‘ 7 63.4 I 63.0 62.5 、61.0 62・7l6M
u 711.6 73.2 'i3.0 70.9 7是.0I 73.9 
21 '78.8 明3.0 89.1 R5.1 83.6 84.1 
28 116.2 91!.8 96.6 91.9 92.9 92.6 
8. 4 91.7 96.0 97.3 95.4 95.0 94.4 
11 自3.9 9'i.5 98.0 自8.5 97.3 96.1 
18 。6.1 9:-1.9 98.9 1α).2 98.4 97.5 
2d 97.4 i 1他日 99.7 101.4 的。i.~~;~ 
9. 1 102.0 111.5 106.7 : 105.6 
8 J.O晶.6I 1]2.9 105.fl 115.6 110，0 1偲 .1
15 111.0: 11晶.0 108.1 118.3 111.5 110.6 
22 108.9 119.1 111.8 110.8 
第 2表 生育調査 L分業本〉
月日|全く温)1金〈表} NllI) N(3) I P(2) I Pω 
6. 16 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 
23 16.7 1'7.0 17.0 15.7 16.7 16.7 
30 27.7 29.7 28.0 27.0 28.3 28.7 
7. 7 E壬.0 56.7 54.0 長9.3 51..3 回 .7
14 58.3 60.3 69.0 53.7 59.7 59.3 
21 61.3 62.0 63.7 53.3 69.'1 59.'1 
28 48.3 63.0 51.0 7ー.0 47.7 47.3 
8" ， 1. 40.7 4'i.3 .45.0 45.3 45.7 45.0 
11 37.7 h..O 411.0 40.0 40.0 、 ~0.3
18 37.0 41.3 40.3 3'1.'1 36.0 36.'1 
25 36.3 3¥)， 7 38.0 35.3 33.7 33.0 
9. 1 36.0 3'1.0 37.3 33.7 32.1 31:3 
8 36.0 37.0 36.7 33.0 32，'1 31.3 
K(Il) K(3) 
24.8 25.0 
38.0 38.3 
62.4 52.0 
62.6 82.6 
73.2 73.71 
84.3 84.1 
91.3. 92.3 
95.0 95.1 
97，6 97.8 
日8.'1 99.2 
99.6 1叩 .0
106.1 109;7 
109.3' 111.長
110.8 1111.0 
111.2 1l1l.f) 
KCIl) I K(3) 
9.0 9.0 
17.3 17.0 
30.0・29.0 
55.7 55.0 
60.0 59.7 
611.3 61.0 
長8.7 48.3 
46.3 45.7 
41.7 41.3 
37.0 36;7 
35.0 33.0 
出 .0 30.0 
'33.0 30.0 :~回分施呂は残りの半量を7月
.1U'1回記8ρo;a月10自に2/却を
それぞれ追肥したのである。
省歩主合E分%襲 58.7 58.7 62.2 55ゐb 54.8 I臼 4 I 邸 ~ω2
(1111) - 32-
親粒数
完全籾重量
第 3表牧
会(表)1 N (的
3'， I 37 
67.11 I 臼d.3
17.4， I 16.8 
~.616 I 2.361 
~'O.? I 61i.晶
2.326 I 2.05' 
60.0' I ~2.25 
:~5.81 I 2ó.~' 
290 I 310 
07.4 I 118.2 
61.6 I 63.2 
104.1 I 9ι1 
1∞.8 I 87.7 
一~一一~一 言実圏島区i且 r畑、
種目 -1晶、四，
穂 叡 I 36 
得長 (om)I 68.3 
穂長 (cm) I 11.3 
親殺数 I2.513 
1穂の籾粒数 69.8
完全籾粒敷 I2.30} 
阿 重量 (gr) I印 .o7
阿 }O(lf'粒..(gr) I 25.:;9 
枇敬 I 212 
葉虫量伊r)I 1朋 .1
籾重量，藁怠量 I 59.& 
).0 
は2回、 3回の分施の差が殆んどない。
苦~~牧量調査(第 3 表)の結果を検討してみ
るに、金量表面施肥が最も結果良好でL ヨ~\tII.で
全量j昆士施肥であって、窒索、燐酸、加型の各
肥料を分施したものはともに劣ったのである。
窒素2回分施ぽ本数が37本もあるのであるが、
1糟の税靴数が少ししかも完全籾1000舵震量
が低い9空業3四分施は本数が33本であるた
め2四分施より 1胞の籾粒数多し充実がよい
〈完全机lCω性重量が大)にもかk はらや2四分
第 4表生育
一一一「
量調査
玄芯 1P (2) 
33 I 33 
11.0相 I 2.098 
2o.80 I 26.α) 
2511 I IUl 
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施-より劣った。叉、燐酸肥料も 2四分施より 3
回分施が劣ってゐる Q しかし、加型.肥料は2回
分施より 3四分施の方が〈本数少いのであるが)
1穂の籾粒重量が大であり、充実がよいため僅か
ばかり好結巣をもたらしたのである。
3.昭和23年賦験成績
(1)研究のJj法昭和22年の試験方法乏同様
陀行ったので省略するが、本年は無肥料e空管業
肥料4回分施の2区の試験区を増加した。即ち
無肥料は全然肥料を施さやして水帽を栽精し、
調 査く草丈 cm)
u kJ竺J竺~ [~-(2D竺|竺 13 ~竺!型出主竺]王竺
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窒素肥料4 回分施は、窒素肥料をと等量づ~ 5月
27日〈轟杷K他の肥料と混合施肥)、 7月10目、
7f:125日、 8月初日の4回I'C分施l'It 0 
(2)研究の結果先づ、第4表C互主文1・第5表
~~襲〉の結巣を綿括検討してみるに、望索肥料
の2回、 3回分施は全量基肥施肥に比して僅か
ぽかb優って居り、空素肥料4国分施は生背中
期以後の草丈の伸長が著l..-~増加してゐるに反
L、3童数は最もP¥たってゐる。叉、燐酸、加
魁肥料の分施は金量基肥施肥I'C比じて殆んど差
がない結果を示してゐる。
地ほ牧量調獲の結果は如何であるかと云ふに
第 6表牧
それは第ti表陀忌してゐる如くであっτ、金量
b)jCJj巴施肥のものでは、 i昆土施肥も表而1Rti肥も
殆んど差が認められてすヘ窒素肥料を分施lたも
のでは、 2問、 3四分施は全量基肥施肥i'L.比べ
て本数'/J~多くなってゐるが、 1 憾の籾粒数が少
いため結果K於て差がたいb 叉，空業4回分施
は本数少いが 1憾の籾粒数が多〈たうてゐるた
め大差がたい。失I'C燐酸肥料め分施は金量基肥
施肥より 2回分施、 2回分施より 3回分施と、
分施の回数を増すに従って結果が悪てたってゐ
る。その原因が1穂の籾性教の減少に依るもの
L如〈である。街、加壁肥料の分施は僅か応す
量調査
=鍾ミこ9こで-ー獄で験ー=直 鏡 |宮湯川会(表)-¥N(2) I N(のIN(のIP(2) p(3) I K(的 IK(め
穂 数 24. 37 38 1ー
40 38 37 37 37 37 
得 長 (cm) 71.0 75.7 76.1 75.8 7.';.3 82.6 76.~ 75.7 75.5 76. ] 
穂 長 (.cm)' 16.~ 16.2 16.4 16.3 17.U 17..8 ]5.9 15.8 16.1 15.8 
理車 粒 書生 1.593 2."4 2.411 !i.38'.! 2.389 11.895 1.2晶7 11.168 1.:13 2.318 
1穂の籾粒. 61>'4. 65.6 63.4 68.o 60.11 72.6 60.7 o9.1 62.5 611.6 
発金親粒重量 1.叡】3 2.284 :UJ93 2.~4 2.284 2.284 2.1tl1 2.047 2.2Oo :UJ36 
同 重量 (gr) 38.長9.68.7晶 59.16 58.16 68.65 58.70 56.69 52.66 .57.16 
li8.W 
同 ω∞粒E底週;(gr) 25.(¥1 25.72 25.80 2').69 25.68 25.70 26.77 25.72 25.9<1 25.9b 
枇 教 90 160 118 118 105 111 
86 121 108 87 
Ii • 量 (gr)
56.6 98.7 97.8 118.3 106.9 104.4 103.3 100.6 99.1 96.6 
籾..;*:Il:最 0.68 0.60 。持60 ，0.51 0;55 0.56 O.f時 0.511 0.58 0.110 
比:1観粒徹i100 151 150 150 1長S 146 
指 完~籾怠責量 100 1f>4 151 1M! 153 H5 137 )~8 151 
(11岳〉 - 31-
ぐれるといふ轄度である。
4.考察以上2少年のポット試験車J泌を
比較考療するt亡、昭和~年の気象航般は稲作.に
とって好僚件の年であり、墾2:年は生背の初期
l'C.亭ヌがつピ雪、生育の初期より中期にかけて
は降雨が多心中期より後期は日照多〈、高i温
fcて稲作κ有利であった。との筑象傑件の差異
は試験結果に影解して居て、昭和2'2年は金量基
肥施肥と簿業肥料の分施との聞に相当の差異を
示したが、昭和23年に於ては、との差異が殆ん
ど認められなかうた。印ち、卒年の角証象311:態I'r:
於ては望議の分施はよ〈ないが、生育後期の集
象拡態が著し〈好い年に於ては窒素肥料の分施
が或る聴度初果を見せる。しかし、金量基肥施
肥以上の牧穫はあがってゐないのである。それ
から、金量基肥施肥に於てはj昆土加巴〈令居施
肥〉より表面施肥が僅かよくなってゐるd 従来
の普通移植栽培に於げる施肥法として全居施肥
をするととを奨働されてゐるが直情栽精に於て
は金居施肥をしなくて込よいやう(!~る。その
理由は、土援の理化学的賦態のキII~に基〈とと
が大きな原因をしてゐるのではないかと思はれ
る。次に、燐酸篤料の分施t亡就いては、金量基
肥施肥より 2問分施が、 2四分施より 3問分施
が廟吠I't:劣ヴてゐる。との結果は従来の学設と
一致してゐるのであって、或る農法では穂肥t亡
焼酸肥料4と施せと云つでむゐるが、それは聞怠っ
てゐるやうである。加m肥料の分施は費分の油
巣があるやうである。
5.摘聖水稲直情栽培の遁.iE1l:る施肥法
を確立するため、ポットにより試験を行ったの
である。前2少年〈昭和1().21年)は空業肥料
のみに就き実施したが、との試験〈昭和22.23 
年」では費紫肥料の外に燐酸、加盟肥料に就い
ても行った。その結果明かになりたt，ととは、
(1)全電基肥施胞に於ては、混土施肥 t全屠
施肥〉より表I買i施肥が僅かに優れた。IlPち、政
情栽暗に於ては全屠施肥の必要はないやうぞあ
る。
(2)噴京肥料の分施は、金量基-肥施肥より劣
るが、その結果の差は生育後期の天候が不良な
場合拡大で.良好な年科小であミ;0
(3)燐鍛肥料は分施の回数を士脅すに縫って結
果が悪い占 4 
仏):加里肥料に就いては殆んど差呉を認めな
いか、僅かによい棋犀である。
多作の土壌水分に関ナる研究第1報
吉岡金市・三宅 章
1.研賓の結果 萎作の土嬢水分tて:関する
研究の課題は、多作生育め各段階陀於て必要と
する土県本分量を問明するととであれとれが
実際的には、その年の土壊水分献態と牧穫の重量
凶関係、平魅時に於ける多の生育とi説概の必要
時期との関係、多聞直情栽暗に於て、その水稲
の矯串期に水稲の発芽に必要なる土嬢水分と多
作生育に必要なる土嬢水;分との関係、夢作耕転
の械械化を採巡する場合t亡、機械の使用と土嬢
水分との関係等を解明するととである。をとで
脊 k はもとれ等諸問題内科学的な解明をたすた
め昭和16-17年の夢什よ U実験を開始し、爾来
4年tr.豆り実験を施行して*7たのeゆる。と L
I'C党づ昭和!6-17年の最初の実験結果を報侍し
爾後平日を草ね逐衣報告する鯵定である。
2.研賓の方法 研究の目的に従ひ.土嬢
水分のみを具にせる各試験区を作り実験を行令
た。その方法は次の如くである。
ホ・ツトー直径約13.tX-m，深さ約15.5cm，約
680加分のl反の磁器製ポット 土舗隆一当丹市
岡場の表土を風乾した品もの 1 本・~・F 当 2.2k宮
肥料一1jドツ b当棉実油粕を 4.5gr，木放盈
2gr 種類一線通F及び小差fk:て試験し、品種
は;様夢はコピンカタギ、，j、多は畠貯 嬬種-
11 月2(，日に各ポット~ 9'it.宛播種し、発芽後晴
引を=行ひ生背中腐のもの3本残した。 土嬢
水升ー土製7足分量の算定方法は、先づ使用土壇
〈当所開場の表土を風乾したるもの7の熔水量
(Bl単釘先制臨J沼電器第8鋭 113-118頁 1949) - ~õ-
